
NO, F78

発  行

日本共産党

神戸― 員会

T652日0811

神戸市兵庫区新聞

絶3丁 目4'20

TELaFAX

078P801'3910

ホームページ

め :玄市

象封 2年 7

ど
の
世
論
調
査
で
も
、
国
民
の
半
数
以
上
が
反
対

と
い
う
消
費
税
１
０
％
増
税
法
案
Ｑ
民
自
公
三
党
合

意
で
衆
院
を
通
過
し
、
現
在
参
院
で
審
議
中
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
消
費
税
増
税
法
案
に
反
対
で
す
。

同
時
に
消
費
税
に
頼
ら
な
い
別
の
道
を
提
言
し
ま
す
。

○
　
消
費
税
は
、
所
得
の
少
な
い
人
ほ
ど
負
担
が
か

か
る
最
悪
の
不
公
平
税
制
で
す
。
２
１
世
紀
に
入

つ
て
か
ら
の
１
０
年
間
、
国
民
の
所
得
は
減
り
続

け
貧
困
化
が
進
ん
で
お
り
、
国
民
の
多
く
に
消
費

税
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

○
　
小
売
り
販
売
業
を
は
じ
め
中
小
企
業
で
は
、
現

状
の
５
％
の
消
費
税
で
も
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
１
０
％
に
な
る
と
更
に
大
変

だ
と
悲
鳴
が
あ
が
つ
て
い
ま
す
。

○
　
世
界
経
済
危
機
の
も
と
で
、
も
は
や
従
来
の
外

需
頼
み
の
成
長
は
不
可
能
で
す
。
内
需
主
導
の
成

長

へ
の
切
り
替
え
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
よ
う
な

時
に
、
内
需
の
６
割
を
占
め
る
家
計
消
費
生
展
用

の
７
割
を
支
え
る
中
小
企
業
に
大
打
撃
を
与
え
る

消
費
税
増
税
は
、
日
本
経
済
を
ダ
メ
に
し
、
国
民

も
企
業
も
所
得
を
減
ら
し
、
税
収
が
落
ち
込
み
、

結
局
は
財
政
破
た
ん
を
ひ
ど
く
す
る
道
で
す
。

無駄をなくし、能力に応じた負担で社会保
障を充実させる(】El)

経済が元気

になり、社会

保障の財源

もできる

社会保障はムダではな

く、積極投資。将来不安

をとりのぞき、消費と雇

用を生む

所得を増やして経済を立て直す c症 2少

口判、受坐智卸町馳募

（
革
干
１
）
財
政
危
機
の
も
Ｌ
で
も
、
ダ
ム
建
設
や
大
都

市
圏
環
状
道
路
建
設
な
ど
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事

業
、
米
軍
へ
の
お
も
い
や
り
予
算
や
Ｆ
３
５
戦
岡
機
等

の
軍
事
費
、
原
発
推
進
費
、
政
党
助
成
金
な
ど
に
英
大

な
予
算
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
削
減
し
ま
す
。

一
方
で
富
裕
層
や
大
企
業
に
は
減
税
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
「所
得
が
１
億
円
を
こ
え
る
と
税
負

担
が
軽
く
な
る
」
「大
企
業
は
手
厚
い
優
遇
税
制
で
実

質
税
負
担
率
は
１
０
％
台
」。
こ
ん
な
不
公
平
を
正
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
は

「な
ん
で
も
宙
裕
層
と

大
企
業
に
」
と
い
う
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
足
り
な

い
時
は
国
民
全
体
で
支
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
時
も
、
逆
累
進
の
消
費
税
で
は
な
く
、
近
代
国
家
の

租
税
原
則
で
あ
る

「応
能
負
担
」
の
原
則
で
お
こ
な
い

ま
す
。

（
差

２
）
こ
の
１
０
年
ほ
ど
で
、
大
企
業
の
内
部
留
保

は
１
４
３
兆
円
か
ら
２
６
０
兆
円
に
増
え
ま
し
た
が
、

国
民
の
所
得
は
減
り
、
経
済
成
長
も
止
ま

っ
た
ま
ま

で
、
税
収
も
減
り
ま
し
た
。
大
企
業
の
２
６
０
兆
円
の

内
部
留
保
を
賃
金

上
履
用
、
中
小
企
業
対
策
に
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
所
得
を
増
や
し
、
家
計
を

あ
た
た
め
、
日
本
経
済
を
内
需
主
導
の
健
全
な
成
長
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ラ
ム

ー
Ｖ
二
党
合
意
で
検
討
さ
れ
た
累
進
課
税
の

強
化
。
自
民
党
の
反
対
で
棚
上
げ
に
。
「高
額
所
得
者

が
日
本
か
ら
逃
げ
る
」
と
の
理
由
か
ら
で
す
。
自
民
党

の
紹
領
で
は

「家
族

・
地
域
社
会

・
国

へ
の
帰
属
意
識

を
持
ち
、
公

へ
の
貢
献
と
義
務
を
誇
り
を
持

っ
て
果
た

す
国
民
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
民
党
さ
ん
、
反

対
の
前
に
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
、
金
持
ち
に
廿
く
庶

民
に
き
つ
い
そ
の
姿
勢
を
変
え
て
、
高
額
所
得
者
を
こ

の
理
念
で
説
得
す
る
こ
と
で
は
！

…（
コ
ラ
ム

え

）
看
板
に
偽
り
ヽ
・
消
費
増
税
法
案
が
衆

院
を
通
過
す
る
や
い
な
や
、
「財
政
に
弾
力
性
が
出
て

く
る
」
の
で
、
１
０
年
で

「２
０
０
兆
円
」
（自
民
党
）

「
１
０
０
兆
円
」
（公
明
党
）
の
公
共
事
業
を
と
の
声

が
あ
が
り
、
野
田
首
相
も
同
意
し
ま
し
た
。

消
費
増
税
は
「財
政
再
建
」
と

「社
会
保
障
費
の
充
実
」

の
た
め
だ
っ
た
は
ず
。
過
去
の
消
費
税
の
導
入
や
ア
ッ

プ
の
時
も

「社
会
保
障
」
の
た
め
と
い
う
看
板
で
し
た

が
、
結
果
は
み
ご
と
に
裏
切
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
じ

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
テ
」ん
な
信

用
の
で
き
な
い
政
治
家
た
ち
の
唱
え
る
消
費
増
税
法

案
、
直
ち
に
廃
案
に
す
べ
き
で
す
。


